
藤崎町の下水道における防災･安全対策の実現

①下水道による浸水対策達成率

浸水対策完了済み面積(ha)／浸水対策を実施すべき面積(ha)

Ａ 下水道事業

Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１

A-1-1 下水道 一般 藤崎町 直接 － 分流雨水 新設 藤崎町 44 －
A-1-2 下水道 一般 藤崎町 直接 － 分流雨水 新設 藤崎町 133 －
A-1-3 下水道 一般 藤崎町 直接 － 分流雨水 新設 藤崎町 516 －
A-1-4 下水道 一般 藤崎町 直接 － 全種 全種 藤崎町 40 －

733 －

Ｂ 関連社会資本整備事業

Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１

番号 一体的に実施することにより期待される効果

Ｃ 効果促進事業

Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１

Ｄ 社会資本整備円滑化地籍整備事業

Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１

番号 一体的に実施することにより期待される効果

合計

733 733

事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円）

個別施設計画
策定状況 備考

合計

番号
事業
種別

地域
種別

交付
対象

直接
間接

事業者 要素となる事業名 事業内容
市町
村名

市町
村名

事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円）

個別施設計画
策定状況 備考

合計

番号
事業
種別

地域
種別

交付
対象

直接
間接

事業者 省略工種 要素となる事業名 事業内容

全体事業費
（百万円）

個別施設計画
策定状況 備考事業者 省略工種 要素となる事業名 事業内容

市町
村名

事業実施期間（年度）

三千石堰二号幹線 雨水渠 Ｕ2200×2200 Ｌ＝1.6km

調査・設計等 委託費

合計

番号
事業
種別

地域
種別

交付
対象

直接
間接

三千石堰第二排水区枝線 雨水渠 Ｕ600×600 Ｌ＝0.2km

三千石堰第一排水区枝線 雨水函渠 □1100×1100 Ｌ＝0.6km

事業及び
施設種別

省略
工種

要素となる事業名 事業内容
市町
村名

0%
（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

交付対象事業

番号
事業
種別

地域
種別

交付
対象

直接
間接

事業者

Ｃ 百万円 Ｄ 百万円

全体事業費
（百万円）

個別施設
計画策定

状況
備考

事業実施期間（年度）

4.3％ 4.3％ 8.4％

全体事業費
合計

百万円 Ａ 百万円 Ｂ 百万円
効果促進事業費の割合
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

中間目標値 最終目標値

（Ｈ27当初） （Ｈ29末） （Ｈ31末）

計画の目標

雨水浸水地区の防災対策として、浸水対策事業を行うことにより、安全・安心で快適な暮らしを実現する。

計画の成果目標（定量的指標）

①下水道による浸水対策達成率を4.3％（Ｈ27当初）から8.4％（Ｈ31末）に増加させる。

定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値

社 会 資 本 総 合 整 備 計 画 平成27年11月4日

計画の名称 重点計画の該当

計画の期間 平成２７年度 ～ 平成３１年度 （５年間） 交付対象 青森県藤崎町



←相原排水路

①浸水状況写真（H25.8.20撮影）

至 弘前市

藤崎町公共下水道計画一般図（雨水）

②浸水状況写真（H25.8.20撮影）

A-1-3 三千石堰二号幹線

A-1-2 三千石堰第一排水区枝線

A-1-1 三千石堰第二排水区枝線

JR五能線

浸水範囲

凡 例

計画区間

既整備区間

市街化区域

国道7号・339号

計画の名称

計画の期間 平成27年度～平成31年度 交付対象 藤 崎 町

藤崎町の下水道における防災・安全対策の実現

A-1-4 調査・設計等



チェック欄

①上位計画等との整合性 ○

②地域課題への対応（地域の課題と整備計画の目標の整合性） ○

①整備計画の目標と定量的指標の整合性 ○

②定量的指標の明瞭性 ○

・定量的指標は、浸水区域の被害解消に適した指標である。

③目標と事業内容の整合性 ○

④事業の効果（要素事業の相乗効果等）の見込みの妥当性 ○

○

○

・事業内容は、浸水被害の解消を図ることが目標であり、計画目標と整合している。

・雨水渠工事による浸水対策事業であり、施工後浸水被害防止を図ることができる。

・地域の要望を把握したうえで事業計画したものであり、住民の理解･協力を得て事業執行を図っている。

・毎年のように発生する豪雨災害に対する住民の関心は高く、浸水対策事業を実施することで防災･安全対策の実現が図られ
るとともに、地域住民の防災意識の高揚にも寄与するものである。

・既認可区域内における排水区域の変更と幹線の見直しを行うため、下水道事業計画協議及び都市計画法事業認可を平成２
７年３月に受けており、整合性はとれている。

・地域住民の生活環境の改善に向けた浸水対策を目的とした整備計画の目標を立てている。

・整備計画の目標達成に向けた定量的指標を設定している。

Ⅰ．目標の妥当性

Ⅱ．計画の効果・効率性

Ⅲ．計画の実現可能性

①円滑な事業執行の環境（事業熟度、住民等の合意形成などを踏まえた事業実施の確実性）

②地元の機運（住民、民間等の活動・関連事業との連携等による事業効果発現の確実性）

社会資本整備総合交付金 チェックシート

計画名称 藤崎町の下水道における防災・安全対策の実現

都道府県名 青森県藤崎町



（別紙）
自治体名：藤崎町

チェック欄 理由又は今後の対応方針

1. 計画規模等の妥当性

○
人口動向を踏まえ、Ｈ２３に汚水処理構想を見直し済
み。

○
農業集落排水施設を含めた汚水処理施設に関して、
経済的な設備の改築・修繕の検討をしている。

○
地域の実情を踏まえながら効果が最大限に現れる整
備順位を検討している。

○国立社会保障・人口問題研究所
の推計値の活用など予測の根拠が
明確か。

○ 認可協議において適切な人口予測を行っている。

○開発計画等の進捗状況に照らし
て、目標年次における計画人口が
妥当であるか。

○ 現状では開発計画等はない。

○変動傾向を含め、汚水量原単位
の将来設定が、現状と比較して、
過大になっていないか。

○
事業計画の見直しにより、適切な汚水量原単位とし
ている。

○
面整備はほぼ完了済であり、施設能力の増設等は必
要ない。

○面整備の進捗率。 ○ 全体計画・認可計画に対し、95.2％整備済み。

○接続率の現状。 ○ H26年度末において、71.7％。

○下水道供用前における接続促進
の取組み。

○
工事説明会等にて供用開始区域及び開始年月を周
知した。

○下水道供用後における接続促進
の取組み。

○
広報誌、パンフレット、ＨＰ、イベントでの接続促進活
動を強化し、接続率90％の早期達成を目指す。

○現有施設の処理能力に対する日
最大流入汚水量及び水量の変動傾
向の状況について適切に把握して
いるか。

○
制御システムにより、データ管理が自動的に行われ
ており、常時管理者が把握している。

○雨天時の侵入水による影響を踏
まえ、日最大流入汚水量の実績を
適切に算定しているか。

○
制御システムにより、データ管理が自動的に行われ
ており、常時管理者が把握している。

○運転管理の実態を踏まえ、施設
能力等を適切に算定しているか。

○
制御システムにより、データ管理が自動的に行われ
ており、常時管理者が把握している。

○時間経過を考慮した経済性や用
地・施設配置による施工性等の観
点から一体施工の妥当性がある
か。

○
現在は増設の予定はないが、将来一体施工の必要
性が出てきた時には検討する予定。

○
人口動向等の将来見通しと今後の整備計画を踏ま
え、長期的な収支計画を策定中である。

○
毎年、財政運営計画を策定し、見通しを立てて事業
を進めている。

審査項目

○現在の整備単価を分析し今後の整
備単価の見直しと、より一層のコス
ト低減方策について合理的な検討が
なされているか。

①個別処理との
経済比較に関す
る上位計画等と
の適合

○都道府県構想（見直し予定を含
む）に適合しているか。

○整備順位の検討を行うとともに整
備のスピードアップ、効果発現の迅
速化のための方策等について合理的
な検討がなされているか。

○長期的（概ね50年間）な収支バラ
ンスの試算を行い、長期的収支バラ
ンスの見通しを立てているか。

○中期の期間（概ね5年）における収
支改善方策の内容、実施時期、目標
効果や中期の収支の見通しを立てて
いるか。

2. 事業の継続
性

＜汚水量原単位の決定について＞

○現有施設の処理能力に対する汚水
流入量やその見込みから即座に増設
する必要があるか。

②フレームの妥
当性

＜一体施工の妥当性＞

③実績を踏まえ
た増設・拡張の
妥当性

＜接続率について＞

＜稼働状況等の実態把握＞

＜計画人口について＞

＜面整備の進捗について＞


